
 

 

 

あじさいの花が、雨に美しく濡れる季節になりました。新年度がスタートして２カ月が過ぎ、子供たちも新しい

環境に慣れてきたのではないでしょうか。在籍校で運動会を実施した子供たちとは、どのような運動会だったの

か話題になることが多く、思い出を語る表情から、達成感や満足感を感じ取ることができました。これからは、

落ち着いて学習に取り組める時期です。ただし、梅雨どきは体調を崩すことも増えてきます。体調管理に気を

付け、元気いっぱいに学校や通級での学習に取り組んでほしいと思います。 

 

 

きこえの教室の通級児から「水泳学習の前に、友達に耳の話をしたい。」という希望が出ます。その理由は

補聴器や人工内耳を外し、きこえにくい状態で入水するからです。「外だと声が跳ね返ってこないから特にきこ

えにくい。」「バタ足の音や、歓声が上がることできこえにくい。」ということを話す通級児がいました。自分のきこ

えの状況を難聴理解授業で話し、友達の理解を得ておくことが安心感につながるようです。 

 

現在難聴理解授業の準備をしている通級児の伝えたいこと 

〇人工内耳を取るので、多分先生の指示はきこえない。一生懸命目で見て動くので、やることを真似させてほ

しい。 

〇いつもと同じ話しかけ方で声をかけてもらっても多分きこえない。でも耳元で怒鳴られるのも困る。少し大き

めではっきりと話してくれたらわかる。 

〇補聴器を取っても先生の話が全部きこえなくなるわけではない。きき漏らしてしまった時は、そばにいる友達

に内容を教えてもらいたい。 

  

 学級で行うことができる配慮の例 

〇今日の学習内容を事前に話しておく。 ・泳力検定なのか、グループ分けがあるのか、等 

〇身振りをつけて指示を出す。       ・指で２を出したときは２人組（バディ）、入る・上がるをジェスチャーで 

〇きこえやすい音を事前に調べておく。  ・リズム太鼓とホイッスルならどちらがきこえやすいか、補聴器や 

人工内耳を外した状態できかせてみる、等 

 

補聴器には防水カバーはありませんが、人工内耳には防水カバーが 

ある機種が存在します。児童に使用感を尋ねてみたところ、「防水カバー 

をつけている状態は、普段教室で使っている時よりもきこえが悪いけれど、 

人工内耳がないと無音に近い状態になってしまうのであったほうがいい。」 

とのことでした。 

 工夫しながら、安全に水泳学習が行えるよう、きこえの教室でもサポート 

していきます。 

                         

                               コクレア社 HPより 防水カバー「aqua」 
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補聴器・人工内耳をつけた児童の水泳学習について  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 暑くなり、水泳学習が始まる季節になりました。湿気（水分）や汗で補聴器や人工内耳が壊れやす

い時期なので、管理がとても大切です。 

【補聴器・人工内耳管理のポイント】 

① 汗をかいたら、こまめにふく。汗カバーをつける。 

→汗をかいたら、補聴器・人工内耳を外して耳のまわりをタオルで拭きましょう。汗カバーを使っ

ている場合も、ぬれたままのカバーは故障の原因になるので、こまめに換えましょう。 

② プールに入る前と後は・・・ 

→補聴器・人工内耳を外したら、ケースに入れて保管します。プールに入った後は、髪の毛、耳の

まわりの水分をしっかりと拭き取ってから、補聴器をつけましょう。 

③毎日乾燥ケースに入れて保管する。 

→一日の終わりには電池を取り出し、本体はケースに入れてしっかりと乾燥させましょう。 

  イヤモールドも汚れていないか確認し、清潔に保ちましょう。 

きこえ 

たけのこ 
 

 

 

 

 

 

 

  

  「たけのこ教室」は、「ことばの教室」に次いで、平成１９年 4 月に開設されました。正式名称は、

LD 等通級指導教室ですが、どうして「たけのこ教室」という名前になったか、気になりませんか？ 

  長く担当をされている先生に聞くと、開設当時の担当の先生が思いを込めて付けられたのではとい

うことでしたが、詳細はわかりませんでした。 

そこで、「たけのこ」について調べてみました。 

たけのこは、古くから縁起の良い食べ物とされているそうです。まっすぐ伸び、成長が早く、強い風

にあおられても簡単には倒れないからだそうです。 

たけのこ教室のみなさん、「たけのこ」のように、まっすぐ強く成長していけるよう、一緒にがんば

りましょう！！ 

 

ことば
  ことばの教室では、発音練習や語彙の拡充のために『しりとり』をよく行います。いくつか紹介し

ますので、ご家庭でもぜひやってみてください。梅雨の季節の遊びにおすすめです♪ 

文字しりとり  

２文字、３文字、４文字・・と文字数を制限するしりとりです。文字数だけでなく「動物」「地名」

など、子供の興味に合わせていろいろなお題を決めるとさらに楽しくできます。 

終わりの二文字しりとり 

 前の言葉のおしりの二文字で次の言葉が始まるしりとりです。 

  例）すいよう ⇒ ようかん ⇒ かんづめ ⇒ つめきり ⇒ きりきず・・・・ 

「ようかん」のように、「ん」で終わっても続けることができます。 

漢字のしりとり 

 熟語をつなげていくしりとりです。高学年におすすめです。 

  例）学校 ⇒ 校歌 ⇒ 歌手 ⇒ 手話 ⇒ 話題 ⇒ 題名 ⇒ 名前・・・ 

 


